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論 文 の 要 旨 
 本論文は、日中戦争後、国共内戦から社会主義体制へ移行する直前まで、中国の東北における中国共産党(以
下、中共と略称する)による民衆統合、およびその過程における中共と都市基層社会の民衆との相互関係を解
明するものである。具体的な時期区分として、国共内戦の戦時態勢期(1945 年 8 月から 1948 年 11 月)、経済
回復を目標とした平時態勢期(1948 年 11 月から 1950 年 6 月)、朝鮮戦争に際して抗米援朝運動を展開した再

























第二章｢国共内戦期、中共による戦時態勢の構築と東北社会(1948 年まで)｣では、日中戦争後の 1945 年 8 月







第三章｢平時態勢期、中共による民衆統合(1948～1950 年)｣では、東北全土が中共に占領された 1948 年 11































審 査 の 要 旨 
１ 批評 





















 平成 29 年 1 月 10 日、人文社会科学研究科学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと、本論
文について著者に説明を求めた後、関連事項について質疑応答を行った。審議の結果、審査委員全員一致で合
格と判断された。 
 
３ 結論 
 上記の論文審査ならびに最終試験の結果に基づき、著者は博士(文学)の学位を受けるに十分な資格を有する
ものと認める。 
